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味・特
技

③
抱
負

5 月 2日横山八幡神社獅子舞講中の
皆様が来荘してくださいました。
笛と太鼓に合わせて舞う立派な
獅子に、入居者様からは

「すごいの～」との声があがりました。

表紙のお話
①
か
た
ら
い
グ
ル
ー
プ
介
護
員

②
ド
ラ
イ
ブ
・
水
泳

③
入
居
者
様
に
寄
り
添
え
る
よ

う
な
介
護
員
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
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介
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員
・
看
護
師

  

（
正
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パ
ー
ト
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本 多 一 明
令 和 5 年 7 月 1 5 日
鶴 岡 印 刷 株 式 会 社

なの花荘

発  行

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
ユニット型地域密着型特別養護老人ホーム
短 期 入 所 生 活 介 護 施 設
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
居 宅 介 護 支 援 事 業 所
ホームヘルパーステーション

シ ニ ア ハ ウ ス け や き
なの花 荘　配 食 サービス

題字は、デイサービス利用者様の作品です。 ― 第90号 ―

寄
付
金
品
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
芳
名

五
十
嵐
か
え
で
様
、
須
藤
榮
弘
様
、
渡
邉
美

代
子
様
、
進
藤
さ
た
様
、
つ
く
し
の
会
様
、

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
の
皆
様
（
佐
藤
千

賀
子
様
、
坂
ま
り
子
様
、
齋
藤
直
人
様
、
鈴

木
美
恵
様
、
豊
田
千
鶴
様
）、
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
株
式
会
社
イ
オ
ン
三
川
店
様
、
東
郷
小
学

校 

中
村
淑
子
様

大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
〜
六
月
（
順
不
同)

編

集

委

員

石
塚
実
央

　太
田
紗
貴

齋
藤
知
佳

　佐
藤

　舞

明
賀
芳
友

　
四
月
九
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株

式
会
社
イ
オ
ン
三
川
店
様
よ
り
、
三

万
五
千
五
百
円
相
当
の
寄
付
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　
イ
オ
ン
三
川
店
様
は
じ
め
地
域
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。 

　
寄
付
金
で

頂
戴
し
た
も

の
は
余
暇
活

動
等
で
大
事

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

イ
オ
ン
黄
色
レ
シ
ー
ト

　
五
月
二
十
九
日
、
ヘ
ル
パ
ー
に
三

台
目
の
車
両
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
安
全

運
転
を
心
掛

け
、
利
用
者

様
の
お
宅
に

訪
問
で
き
る

よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
車
が
増
え
ま
し
た
!!

なの花荘では、毎月 5 日に手作りおやつを提供する「喫茶ひだまりの日」という行事食を実施しています。

　　　春には、甘酒・珈琲水羊羹を提供しました！
好評の手作り甘酒は、程よく米の粒が残っており、優しい甘さに仕上げ
ています。
珈琲水羊羹は、コーヒーと水羊羹の意外な組み合わせですが、コーヒー
のほろ苦さとあんこの甘さが相性抜群です。
桜は、一つひとつ型抜きし、目からも春を感じられるように工夫しました。
横からみると、3 層になっており、とても華やかです。
今回は、珈琲水羊羹の作り方をご紹介します。

①珈琲水羊羹を作る。
　鍋にⒶを入れ、沸騰するまで混ぜる。沸騰したら弱火にして更に1分間混ぜる。
　こしあんを入れ、つぶし混ぜながら溶かす。溶けたら、火からおろし粗熱をとる。
②トレーに珈琲水羊羹を400㏄流し、冷やし固める。
③抹茶寒天を作る。
　鍋に、Ⓑを入れ沸騰するまで混ぜる。沸騰したら、弱火にして更に1分間混ぜる。
④冷やし固めた②を桜の型取りをする。
⑤④に③をそっと流し入れ、また冷やし固める。
⑥残った①を全て流し入れ、冷やし固めれば、完成。
※④の型取りは、お好みの型を用いて下さい。
※⑥で固まったものは、逆さまにしてから切り分けて下さい。

◆厨房便り◆

材　料 作 り 方
珈琲水羊羹
　　　・水 ………………………… 650㏄
　　　・インスタントコーヒー …… 9ｇ
　Ⓐ　・砂糖 ……………………… 120ｇ 
　　　・粉寒天 …………………… 6ｇ
　　　・こしあん ………………… 400ｇ
抹茶寒天
　　　・水 ………………………… 100㏄
　　　・牛乳 ……………………… 200㏄
　Ⓑ　・粉末抹茶 ………………… 5ｇ
　　　・砂糖 ……………………… 20ｇ
　　　・粉寒天 …………………… 2ｇ
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催
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六
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六
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(
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苦
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第
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委
員
）】

任
期

　令
和
四
年
八
月
十
日
〜
令
和
六
年
八
月
九
日

(

押
切
下
町)

(
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　川)
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社
会
福
祉
法
人
け
や
き

令和４年度　社会福祉法人けやき　決算報告書
自：令和４年４月１日　至：令和５年３月31日

（単位：千円）貸借対照表
資　産　の　部

280,639
1,667,856

1,948,495

（単位：千円）収支計算書 （単位：千円）事業活動計算書

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 の 部 合 計

事 業 活 動 収 入
事 業 活 動 支 出
事 業 活 動 収 支 差 額
施 設 整 備 等 収 入
施 設 整 備 等 支 出
施設整備等収支差額
そ の 他 の 活 動 収 入
そ の 他 の 活 動 支 出
その他の活動収支差額
当 期 資 金 収 支 差 額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

628,794
674,895

△ 　46,101
981

0
981

0
0
0

△ 　45,119
973,220
928,100

7,394
5,500

92,994

サ ー ビ ス 活 動 収 益
サ ー ビ ス 活 動 費 用
サービス活動増減差額
サービス活動外収益
サービス活動外費用
サービス活動外増減差額
特 別 収 益
特 別 費 用
特 別 増 減 差 額
当 期 活 動 収 支 差 額
前期繰越活動収支差額
当期末活動収支差額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動増減差額

負　債　の　部
流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 の 部 合 計
基 本 金
国庫補助金等特別積立金
そ の 他 積 立 金
次期繰越活動増減差額
純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計

※詳細につきましては、法人事務所（なの花荘事務室）にて
　閲覧できます。
　またホームページにも掲載しております。

27,974
85,591

113,565
19,200

435,336
450,400
929,994

1,834,930
1,948,495

629,457
614,689

14,768
0

10,740
△　10,740

8,585
12,918

△　  4,333
△　　  305

252,970
252,665

　日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
「
け
や

き
」
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
は
、
施
設

の
利
用
者
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
様
、

地
域
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　こ

の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
理
事
長
の
職
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
施
設
運
営
で
あ
り

ま
し
た
が
、
関
係
機
関
並
び
に
関
係
各

位
の
ご
協
力
の
も
と
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て

理
事
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
長
年
本
法
人
役
員
と
し
て
、

こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
、
須
藤
榮
弘

前
理
事
に
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
感
染
症
対
応
等
の
困
難
な
時
期
に
、

円
滑
な
法
人
運
営
に
ご
尽
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
当
法
人
の
運
営
す
る
「
な
の

花
荘
」
も
開
所
か
ら
二
十
九
年
目
を
迎

え
、
施
設
の
劣
化
対
策
に
加
え
、
三
年

間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
各
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
見
直
し
、
そ
し
て
人

材
の
確
保
・
育
成
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　特
に
、
昨
年
十
一
月
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
第
八
波
に
お
い
て
は
、
集

団
感
染
が
当
施
設
内
で
も
発
生
し
、
入

所
者
様
並
び
に
利
用
者
の
皆
様
、
そ
し

て
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
迷

惑
と
ご
不
便
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
そ

の
対
応
に
向
け
て
ご
指
導
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
三
川
町
を
は
じ
め
関
係
機

関
等
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
本
年
五
月
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
5
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
社
会
活
動
の
交
流
等

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
、
基
礎
疾
患
の
有
る
高
齢
者
に
と

り
ま
し
て
は
決
し
て
油
断
す
べ
き
感
染

症
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
感
染
防
止
に
最
大

限
努
め
る
と
と
も
に
昨
年
の
経
験
を
活

か
し
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
く
し
て
施

設
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
、
き
め
細
か
な
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
す
と
と
も
に
、

課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
高
齢
者
福
祉
の
拠

点
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人
け
や
き
理
事
長

　工

　藤

　秀

　敏



（3） （2）

【
理
事
・
監
事
】

理

事

長

理

　
　事

常
務
理
事

理

　
　事

監

　
　事

任
期

　令
和
五
年
六
月
二
十
二
日
〜
令
和
七
年
六
月
に

　
　
　開
催
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

　

(

押
切
中
町)

(

鶴
岡
市
睦
町)

(

す
み
よ
し)

(

三
本
木)

(

施
設
長)

(

副
施
設
長)

(

桜
木
町)

(

土

　口)

工

藤

秀

敏

佐

藤

由

美

佐

藤

和

寿

今

野

一

雄

本

多

一

明

安

達

由

紀

齋

藤

正

毅

恩

田

明

雄

　

【
評
議
員
】

任
期

　令
和
三
年
六
月
二
十
二
日
〜
令
和
七
年
六
月
に

　
　
　開
催
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

　

(

横
山
下)

(

横

　川)

(

横
山
下)

(

横
山
下)

(

横

　内)

(

天
神
堂)

(

押
切
下
町)

(

横
山
上)

荒

田

賢

二

石

川

　
幸

宇
佐
美

　豊

加

藤

恵

美

小

林

智

子

佐

藤

慶

子

東

野

　
彰

渡
邊
美
代
子

【
苦
情
処
理
委
員

　
　
　（
第
三
者
委
員
）】

任
期

　令
和
四
年
八
月
十
日
〜
令
和
六
年
八
月
九
日

(

押
切
下
町)

(

横

　川)

(

天
神
堂)

東

野

　
彰

石

川

　
幸

佐

藤

慶

子

役
員
等
紹
介

社
会
福
祉
法
人
け
や
き

令和４年度　社会福祉法人けやき　決算報告書
自：令和４年４月１日　至：令和５年３月31日

（単位：千円）貸借対照表
資　産　の　部

280,639
1,667,856

1,948,495

（単位：千円）収支計算書 （単位：千円）事業活動計算書

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 の 部 合 計

事 業 活 動 収 入
事 業 活 動 支 出
事 業 活 動 収 支 差 額
施 設 整 備 等 収 入
施 設 整 備 等 支 出
施設整備等収支差額
そ の 他 の 活 動 収 入
そ の 他 の 活 動 支 出
その他の活動収支差額
当 期 資 金 収 支 差 額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

628,794
674,895

△ 　46,101
981

0
981

0
0
0

△ 　45,119
973,220
928,100

7,394
5,500

92,994

サ ー ビ ス 活 動 収 益
サ ー ビ ス 活 動 費 用
サービス活動増減差額
サービス活動外収益
サービス活動外費用
サービス活動外増減差額
特 別 収 益
特 別 費 用
特 別 増 減 差 額
当 期 活 動 収 支 差 額
前期繰越活動収支差額
当期末活動収支差額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動増減差額

負　債　の　部
流 動 負 債
固 定 負 債
負 債 の 部 合 計
基 本 金
国庫補助金等特別積立金
そ の 他 積 立 金
次期繰越活動増減差額
純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計

※詳細につきましては、法人事務所（なの花荘事務室）にて
　閲覧できます。
　またホームページにも掲載しております。

27,974
85,591

113,565
19,200

435,336
450,400
929,994

1,834,930
1,948,495

629,457
614,689

14,768
0

10,740
△　10,740

8,585
12,918

△　  4,333
△　　  305

252,970
252,665

　日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
「
け
や

き
」
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
は
、
施
設

の
利
用
者
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
様
、

地
域
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　こ

の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
理
事
長
の
職
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
施
設
運
営
で
あ
り

ま
し
た
が
、
関
係
機
関
並
び
に
関
係
各

位
の
ご
協
力
の
も
と
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て

理
事
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
長
年
本
法
人
役
員
と
し
て
、

こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
、
須
藤
榮
弘

前
理
事
に
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
感
染
症
対
応
等
の
困
難
な
時
期
に
、

円
滑
な
法
人
運
営
に
ご
尽
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
当
法
人
の
運
営
す
る
「
な
の

花
荘
」
も
開
所
か
ら
二
十
九
年
目
を
迎

え
、
施
設
の
劣
化
対
策
に
加
え
、
三
年

間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
各
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
見
直
し
、
そ
し
て
人

材
の
確
保
・
育
成
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　特
に
、
昨
年
十
一
月
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
第
八
波
に
お
い
て
は
、
集

団
感
染
が
当
施
設
内
で
も
発
生
し
、
入

所
者
様
並
び
に
利
用
者
の
皆
様
、
そ
し

て
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
迷

惑
と
ご
不
便
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
そ

の
対
応
に
向
け
て
ご
指
導
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
三
川
町
を
は
じ
め
関
係
機

関
等
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
本
年
五
月
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
5
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
社
会
活
動
の
交
流
等

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
、
基
礎
疾
患
の
有
る
高
齢
者
に
と

り
ま
し
て
は
決
し
て
油
断
す
べ
き
感
染

症
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
感
染
防
止
に
最
大

限
努
め
る
と
と
も
に
昨
年
の
経
験
を
活

か
し
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
く
し
て
施

設
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
、
き
め
細
か
な
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
す
と
と
も
に
、

課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
高
齢
者
福
祉
の
拠

点
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人
け
や
き
理
事
長

　工

　藤

　秀

　敏



（5） （4）

　
従
来
型
特
養
で
は
、
入
居
者
様
に
気
分
転
換
や
楽
し

み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
外
に
出
て
景
色
や
花
を

眺
め
て
も
ら
う
散
歩
や
、
毎
月
の
お
や
つ
作
り
、
恒
例

行
事
の
運
動
会
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
母
の
日
に

ご
家
族
様
か
ら
届
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
庭
に
地

植
え
し
た
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ス
イ
カ
の
苗
も
植

え
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら
「
今
年
の
ス
イ
カ
、
カ
ラ

ス
が
ら
食
べ
ら
れ
ね
よ
う
に
、案
山
子
作
ら
ね
ば
ね
ぞ
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
案
山
子
制
作
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
風
物
詩
の
「
夏
祭
り
」「
花
火
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
入
居
者
皆
様

が
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
行
事
、
季
節

の
行
事
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
型
特
養

　
六
月
五
日
、
令
和
五

年
度
第
一
回
庄
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
緩
和
ケ
ア
を

学
ぼ
う
会
が
荘
内
病
院

で
開
催
さ
れ
、
な
の
花

荘
職
員
二
名
が
「
な
の

花
荘
で
の
看
取
り
介
護
」

に
つ
い
て
、
事
例
を
も

と
に
取
り
組
み
内
容
を

発
表
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
に
よ
り
面

会
が
ま
ま
な
ら
な
い
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
、
入
居
者
様
・
ご

家
族
様
が
安
心
し
て
穏

や
か
に
最
期
の
時
を
過

ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
者
様
に
食
事
・
入
浴
・
排
泄
等
の
介
護
を
提
供
し
て
お
り
、

可
能
な
限
り
、
ご
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
た
だ
く
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。
職
員
と
馴
染
み
の
関
係
を
築
き
、
穏
や
か
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
神
面
で
の
関
わ
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
活
の
中
に
楽
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
の
企
画
と

実
施
の
他
、
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
提
供
し
た
り
、
く
も
ん
学
習
療
法

に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
職
の
仕
事
の
魅
力
は
？

　
入
居
者
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
り
、
笑
顔
や
普
段
と
は

違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
り
し
た
時
は
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
会
話
の
中
で
も
、
職
員
を
笑
わ
せ
て
く
れ
た
り
「
ご
苦
労

様
の
〜
」
と
の
労
い
の
言
葉
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
、
私
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
の
花
荘
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
入
居
者
様
や
ご
家
族
様
に
対
し
て
、
明
る
い
挨
拶
や
丁
寧
な
声
掛

け
・
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
入
居
者
様
が
よ
り
良
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
職
種
間
で
連
携
し
意
見
を
出
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
職
員
の
関
係
も
良
い
職
場
で
す
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、友
人
と
の
買
い
物
、遠
出
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
家
で
映
画
を
見
る
等
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
入
職
し
て
九
年
目
に
な
り
ま

す
が
、 

先
輩
職
員
は
丁
寧
に
仕
事
を

教
え
て
く
れ
、 

明
る
い
雰
囲
気
の
中

で
仕
事
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
居
者
様
も
孫
の
様
に
接
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
元
気
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、
な
の
花
荘
で
一
緒
に
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

緩
和
ケ
ア
研
修
会

事
例
発
表

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
の
中
、

六
月
十
五
日
に
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
赤
組
、
白
組

に
分
か
れ
て
、
玉
入
れ
、
水
汲
み
競
争
、
宝
拾
い
の
三

種
目
の
競
技
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
宝
拾
い
で
は

「
ど
れ
す
っ
が
な
」「
何
入
っ
た
ろ
」
と
ド
キ
ド
キ
わ
く

わ
く
し
た
様
子
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
の
参
加
が
難
し
い
方
も
、
応
援
団
と
し

て
声
を
出
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
運
動
会
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
度
初
め
て
の
運
動
会

で
「
お
も
し
ぇ
っ
け
〜
」「
ま
だ
や
り
で
の
」
と
の
声

が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
十
月
に
開
催
予
定
で
す
が
「
今
が
ら
毎
日
の

体
操
頑
張
っ
て
出
ら
い
る
よ
う
に
し
ね
ま
ね
」
と
意
気

込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
夏
に
す
い
か
割
り
、
秋
は
敬
老
会
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
利
用

者
様
か
ら
季
節
を
感
じ
、
な
お
か
つ
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
行
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
月
毎
に
行
事
を
行
っ
て
お
り
、

四
月
は
お
花
見
バ
ス
ハ
イ
ク
、
五
月
は
ご
へ
い
餅
づ
く

り
、
六
月
は
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ

り
も
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
満

開
の
見
頃
の
時
に
お
花
見
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
へ
い
餅
は
長
野
や
岐
阜
、
愛
知
な
ど
の
中
部

地
方
の
郷
土
料
理
で
す
が
、
毎
回
香
ば
し
く
美
味
し
い

と
好
評
で
、
近
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運

動
会
で
は
、紅
白
の
チ
ー
ム
戦
の
他
、個
人
戦
で
は
「
田

植
え
」
や
「
草
む
し
り
」
競
争
を
行
い
、
皆
様
か
ら
こ

れ
ま
で
の
実
体
験
の
成
果
（
？
）
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
が
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
り
、
楽
し
く

体
を
動
か
せ
る
活
動
を
通
じ
て
、
心
身
機
能
を
維
持
し

た
り
、
日
頃
の
生
活
動
作
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
機

能
訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

なの花荘職員にインタビュー！

佐
藤
介
護
員

　
　
　平
成
二
十
七
年
入
職

　
　
　ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
介
護
員

　
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
お
話
を
伺
い
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
希
望
し
て
い
る
か
、
ま
た
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
各
所
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま
す
。

定
期
的
に
居
宅
を
訪
問
し
て
、
新
た
に
問
題
が
発
生
し
て
い
な
い
か

等
の
確
認
を
す
る
他
、
介
護
保
険
の
請
求
も
行
い
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
の
魅
力
は
？

　
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
の
生
活
が
改
善
さ
れ
「
あ
な
た
が
担
当
で

良
か
っ
た
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
は
「
ま
た
頑
張
ろ

う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
職
種
と
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
職
業
で
あ
る
た
め
介
護
や
医
療
、
福
祉
等
の
関
係
者
と

の
和
が
広
が
り
、
お
の
ず
と
専
門
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。

　
な
の
花
荘
で
働
く
こ
と
の
魅
力
は
？

　
な
の
花
荘
に
は
様
々
な
資
格
を
持
っ
た
専
門
職
が
在
職
し
て
い
ま

す
。
仕
事
で
悩
ん
だ
時
や
行
き
詰
っ
た
時
に
相
談
で
き
、
支
え
て
く

れ
る
仲
間
が
多
く
い
る
こ
と
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　
休
み
の
日
は
私
が
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
釣
り
が
趣
味
で
釣
っ

た
魚
は
自
ら
捌
き
ま
す
。
家
族
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
、
ま
た
食
べ

た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
で
は
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
そ
の
方
の
大
事
な
人
生
の
一
部
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
て
も
重
要
な
仕
事
で
す
。 

精
神
的
に
も
大
変
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
り
が
い
も
あ

り
ま
す
。
私
自
身
、
沢
山
思
い
悩
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
を
続
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
魅
力
的
な
仕
事

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
資
格
の
取
得
に

よ
り
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
自
信
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指

し
て
い
る
方
は
、 

是
非
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
山
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　平
成
十
二
年
入
職

　
　
　在
宅
介
護
支
援
係
主
任

Q

QQQQQ

QQQQ

なの花荘に勤務している二名の職員に仕事内容や仕事の魅力等について聞いてみました｡
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従
来
型
特
養
で
は
、
入
居
者
様
に
気
分
転
換
や
楽
し

み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
外
に
出
て
景
色
や
花
を

眺
め
て
も
ら
う
散
歩
や
、
毎
月
の
お
や
つ
作
り
、
恒
例

行
事
の
運
動
会
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
母
の
日
に

ご
家
族
様
か
ら
届
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
庭
に
地

植
え
し
た
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ス
イ
カ
の
苗
も
植

え
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら
「
今
年
の
ス
イ
カ
、
カ
ラ

ス
が
ら
食
べ
ら
れ
ね
よ
う
に
、案
山
子
作
ら
ね
ば
ね
ぞ
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
案
山
子
制
作
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
風
物
詩
の
「
夏
祭
り
」「
花
火
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
入
居
者
皆
様

が
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
行
事
、
季
節

の
行
事
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
型
特
養

　
六
月
五
日
、
令
和
五

年
度
第
一
回
庄
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
緩
和
ケ
ア
を

学
ぼ
う
会
が
荘
内
病
院

で
開
催
さ
れ
、
な
の
花

荘
職
員
二
名
が
「
な
の

花
荘
で
の
看
取
り
介
護
」

に
つ
い
て
、
事
例
を
も

と
に
取
り
組
み
内
容
を

発
表
し
ま
し
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
に
よ
り
面

会
が
ま
ま
な
ら
な
い
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
、
入
居
者
様
・
ご

家
族
様
が
安
心
し
て
穏

や
か
に
最
期
の
時
を
過

ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
者
様
に
食
事
・
入
浴
・
排
泄
等
の
介
護
を
提
供
し
て
お
り
、

可
能
な
限
り
、
ご
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
た
だ
く
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。
職
員
と
馴
染
み
の
関
係
を
築
き
、
穏
や
か
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
神
面
で
の
関
わ
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
活
の
中
に
楽
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
の
企
画
と

実
施
の
他
、
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
提
供
し
た
り
、
く
も
ん
学
習
療
法

に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
職
の
仕
事
の
魅
力
は
？

　
入
居
者
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
り
、
笑
顔
や
普
段
と
は

違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
り
し
た
時
は
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
会
話
の
中
で
も
、
職
員
を
笑
わ
せ
て
く
れ
た
り
「
ご
苦
労

様
の
〜
」
と
の
労
い
の
言
葉
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
、
私
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
の
花
荘
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
入
居
者
様
や
ご
家
族
様
に
対
し
て
、
明
る
い
挨
拶
や
丁
寧
な
声
掛

け
・
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
入
居
者
様
が
よ
り
良
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
職
種
間
で
連
携
し
意
見
を
出
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
職
員
の
関
係
も
良
い
職
場
で
す
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、友
人
と
の
買
い
物
、遠
出
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
家
で
映
画
を
見
る
等
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
入
職
し
て
九
年
目
に
な
り
ま

す
が
、 

先
輩
職
員
は
丁
寧
に
仕
事
を

教
え
て
く
れ
、 

明
る
い
雰
囲
気
の
中

で
仕
事
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
居
者
様
も
孫
の
様
に
接
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
元
気
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、
な
の
花
荘
で
一
緒
に
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

緩
和
ケ
ア
研
修
会

事
例
発
表

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
の
中
、

六
月
十
五
日
に
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
赤
組
、
白
組

に
分
か
れ
て
、
玉
入
れ
、
水
汲
み
競
争
、
宝
拾
い
の
三

種
目
の
競
技
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
宝
拾
い
で
は

「
ど
れ
す
っ
が
な
」「
何
入
っ
た
ろ
」
と
ド
キ
ド
キ
わ
く

わ
く
し
た
様
子
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
の
参
加
が
難
し
い
方
も
、
応
援
団
と
し

て
声
を
出
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
運
動
会
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
度
初
め
て
の
運
動
会

で
「
お
も
し
ぇ
っ
け
〜
」「
ま
だ
や
り
で
の
」
と
の
声

が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
十
月
に
開
催
予
定
で
す
が
「
今
が
ら
毎
日
の

体
操
頑
張
っ
て
出
ら
い
る
よ
う
に
し
ね
ま
ね
」
と
意
気

込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
夏
に
す
い
か
割
り
、
秋
は
敬
老
会
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
利
用

者
様
か
ら
季
節
を
感
じ
、
な
お
か
つ
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
行
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
月
毎
に
行
事
を
行
っ
て
お
り
、

四
月
は
お
花
見
バ
ス
ハ
イ
ク
、
五
月
は
ご
へ
い
餅
づ
く

り
、
六
月
は
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ

り
も
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
満

開
の
見
頃
の
時
に
お
花
見
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
へ
い
餅
は
長
野
や
岐
阜
、
愛
知
な
ど
の
中
部

地
方
の
郷
土
料
理
で
す
が
、
毎
回
香
ば
し
く
美
味
し
い

と
好
評
で
、
近
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運

動
会
で
は
、紅
白
の
チ
ー
ム
戦
の
他
、個
人
戦
で
は
「
田

植
え
」
や
「
草
む
し
り
」
競
争
を
行
い
、
皆
様
か
ら
こ

れ
ま
で
の
実
体
験
の
成
果
（
？
）
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
が
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
り
、
楽
し
く

体
を
動
か
せ
る
活
動
を
通
じ
て
、
心
身
機
能
を
維
持
し

た
り
、
日
頃
の
生
活
動
作
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
機

能
訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

なの花荘職員にインタビュー！

佐
藤
介
護
員

　
　
　平
成
二
十
七
年
入
職

　
　
　ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
介
護
員

　
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
お
話
を
伺
い
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
希
望
し
て
い
る
か
、
ま
た
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
各
所
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま
す
。

定
期
的
に
居
宅
を
訪
問
し
て
、
新
た
に
問
題
が
発
生
し
て
い
な
い
か

等
の
確
認
を
す
る
他
、
介
護
保
険
の
請
求
も
行
い
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
の
魅
力
は
？

　
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
の
生
活
が
改
善
さ
れ
「
あ
な
た
が
担
当
で

良
か
っ
た
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
は
「
ま
た
頑
張
ろ

う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
職
種
と
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
職
業
で
あ
る
た
め
介
護
や
医
療
、
福
祉
等
の
関
係
者
と

の
和
が
広
が
り
、
お
の
ず
と
専
門
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。

　
な
の
花
荘
で
働
く
こ
と
の
魅
力
は
？

　
な
の
花
荘
に
は
様
々
な
資
格
を
持
っ
た
専
門
職
が
在
職
し
て
い
ま

す
。
仕
事
で
悩
ん
だ
時
や
行
き
詰
っ
た
時
に
相
談
で
き
、
支
え
て
く

れ
る
仲
間
が
多
く
い
る
こ
と
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　
休
み
の
日
は
私
が
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
釣
り
が
趣
味
で
釣
っ

た
魚
は
自
ら
捌
き
ま
す
。
家
族
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
、
ま
た
食
べ

た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
で
は
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
そ
の
方
の
大
事
な
人
生
の
一
部
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
て
も
重
要
な
仕
事
で
す
。 

精
神
的
に
も
大
変
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
り
が
い
も
あ

り
ま
す
。
私
自
身
、
沢
山
思
い
悩
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
を
続
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
魅
力
的
な
仕
事

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
資
格
の
取
得
に

よ
り
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
自
信
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指

し
て
い
る
方
は
、 

是
非
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
山
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　平
成
十
二
年
入
職

　
　
　在
宅
介
護
支
援
係
主
任

Q

QQQQQ

QQQQ

なの花荘に勤務している二名の職員に仕事内容や仕事の魅力等について聞いてみました｡
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新
人
職
員
紹
介
①
配
属
部
署・職
種

②
趣
味・特
技

③
抱
負

5 月 2日横山八幡神社獅子舞講中の
皆様が来荘してくださいました。
笛と太鼓に合わせて舞う立派な
獅子に、入居者様からは

「すごいの～」との声があがりました。

表紙のお話
①
か
た
ら
い
グ
ル
ー
プ
介
護
員

②
ド
ラ
イ
ブ
・
水
泳

③
入
居
者
様
に
寄
り
添
え
る
よ

う
な
介
護
員
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林

　菜
緒

介
護
員
・
看
護
師

  

（
正
職
員
・
パ
ー
ト
）

◇
問
い
合
わ
せ

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
３
５-

６
６-

４
８
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　  

担
当
：
安
達
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寄
付
金
品
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
芳
名

五
十
嵐
か
え
で
様
、
須
藤
榮
弘
様
、
渡
邉
美

代
子
様
、
進
藤
さ
た
様
、
つ
く
し
の
会
様
、

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
の
皆
様
（
佐
藤
千

賀
子
様
、
坂
ま
り
子
様
、
齋
藤
直
人
様
、
鈴

木
美
恵
様
、
豊
田
千
鶴
様
）、
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
株
式
会
社
イ
オ
ン
三
川
店
様
、
東
郷
小
学

校 

中
村
淑
子
様

大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
〜
六
月
（
順
不
同)

編

集

委

員

石
塚
実
央

　太
田
紗
貴

齋
藤
知
佳

　佐
藤

　舞

明
賀
芳
友

　
四
月
九
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株

式
会
社
イ
オ
ン
三
川
店
様
よ
り
、
三

万
五
千
五
百
円
相
当
の
寄
付
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　
イ
オ
ン
三
川
店
様
は
じ
め
地
域
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。 

　
寄
付
金
で

頂
戴
し
た
も

の
は
余
暇
活

動
等
で
大
事

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

イ
オ
ン
黄
色
レ
シ
ー
ト

　
五
月
二
十
九
日
、
ヘ
ル
パ
ー
に
三

台
目
の
車
両
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
安
全

運
転
を
心
掛

け
、
利
用
者

様
の
お
宅
に

訪
問
で
き
る

よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
車
が
増
え
ま
し
た
!!

なの花荘では、毎月 5 日に手作りおやつを提供する「喫茶ひだまりの日」という行事食を実施しています。

　　　春には、甘酒・珈琲水羊羹を提供しました！
好評の手作り甘酒は、程よく米の粒が残っており、優しい甘さに仕上げ
ています。
珈琲水羊羹は、コーヒーと水羊羹の意外な組み合わせですが、コーヒー
のほろ苦さとあんこの甘さが相性抜群です。
桜は、一つひとつ型抜きし、目からも春を感じられるように工夫しました。
横からみると、3 層になっており、とても華やかです。
今回は、珈琲水羊羹の作り方をご紹介します。

①珈琲水羊羹を作る。
　鍋にⒶを入れ、沸騰するまで混ぜる。沸騰したら弱火にして更に1分間混ぜる。
　こしあんを入れ、つぶし混ぜながら溶かす。溶けたら、火からおろし粗熱をとる。
②トレーに珈琲水羊羹を400㏄流し、冷やし固める。
③抹茶寒天を作る。
　鍋に、Ⓑを入れ沸騰するまで混ぜる。沸騰したら、弱火にして更に1分間混ぜる。
④冷やし固めた②を桜の型取りをする。
⑤④に③をそっと流し入れ、また冷やし固める。
⑥残った①を全て流し入れ、冷やし固めれば、完成。
※④の型取りは、お好みの型を用いて下さい。
※⑥で固まったものは、逆さまにしてから切り分けて下さい。

◆厨房便り◆

材　料 作 り 方
珈琲水羊羹
　　　・水 ………………………… 650㏄
　　　・インスタントコーヒー …… 9ｇ
　Ⓐ　・砂糖 ……………………… 120ｇ 
　　　・粉寒天 …………………… 6ｇ
　　　・こしあん ………………… 400ｇ
抹茶寒天
　　　・水 ………………………… 100㏄
　　　・牛乳 ……………………… 200㏄
　Ⓑ　・粉末抹茶 ………………… 5ｇ
　　　・砂糖 ……………………… 20ｇ
　　　・粉寒天 …………………… 2ｇ


